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オリンピック・パラリンピック教育を志向した陸上運動の授業づくり
Development of a track and field curriculum for teachers wishing to teach 
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表 3 は、50ｍ走の世界記録（室内） と日本記















比較すると 5 年生では、30％の半ば、6 年生で
は30％の後半から約40％であり、女子の到達
率がやや高い。
② 同じ跳躍種目である走り幅跳びと走り高跳びを
比較すると、走り高跳びの方が世界記録への到
達率がやや高い。
③ 走種目（50ｍ走）は、跳躍種目（走り幅跳び、
走り高跳び）に比べて、世界記録への到達率が
高い。
以上の結果から、「オリ・パラ教育」を志向し
た陸上運動の授業づくりに向けて、以下のことを
提示することができる。
① 小学校での陸上運動の授業づくりでは、「走る
こと」や「跳ぶこと」の世界記録を具体的・視
覚的に提供することで、小学生とは大きく離れ
た世界のトップ選手のすばらしさを実体験で
き、「オリ・パラ教育」への興味・関心の高ま
りに結びつけることが可能である。
② 「オリ・パラ教育」を志向した授業として、世
界記録・世界のトップ選手への挑戦をテーマに
した授業づくりも可能であるが、世界記録への
到達率などを考慮した目標記録の設定が求めら
れる。
例えば、今回の授業で取り上げた「走り幅跳び」
では、小学校終了段階では「世界記録の 40％に
挑戦」が到達可能な目標記録になってくる。
③ 世界記録の他にも、日本記録や高校・中学記録、
また身近な小学生記録等も活用することで、小
学校での走り幅跳び授業での目標記録の多様な
設定ができる。授業での目標記録の設定では、
小学生一人一人が到達可能な記録の設定をする
ことが重要である。「頑張れば到達できる記録
への挑戦」が、授業への意欲に繋がるからであ
る。
例えば、小学校での短距離走の授業では、「ウ
サイン・ボルト選手の100m世界記録 9 秒58」で、
小学生がどのくらいの距離を走ることができるか
をテーマにした取り組みも見られている。
したがって、小学校での走り幅跳び授業におい
ても、例えば、世界記録に何回の跳躍で到達でき
るか、あるいは世界記録への到達率を目安とした
授業づくりなどが検討できる。
今後は、このような授業を具体的に実践して、
その成果と課題を把握することが課題である。
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